
月   日

ＲＩ第 2510 地区第１グループ

例会プログラム

深川ロータリークラブ

Fukagawa Rotary Club

（火）３                         １４

青少年奉仕委員会担当例会
法定休会
次年度会長セミナーＰＥＴ’ Ｓ報告
会員増強委員会担当例会
法定休会（例会変更）
地区協議会報告

総 会 員 数
欠 席 者 数

出 席 率
前回ﾒｰｷｬｯﾌﾟ
前回修正出席率

11 名  石川，津田，児島，佐藤，木村
竹田、宮岸，村中，荒谷、宮澤各会員

３名　成田雅敏 , 太西祥太 , 宮岸各会員

　３月１４日(火）
　３月２１日(火）
　３月２８日(火）
　４月　４日(火）
　４月１１日(火）
　４月１８日(火）

３３名  （出席免除者１名中１名出席）

６５，６３％

NO.2976 第 22 回例会

例 会 案 内 例会案内「３月～４月」

出 席 報 告

佐々木幹事

飛弾野貴広副会長

８１，８２％

担 当： 青 少 年 奉 仕 委 員 会

前例会幹事報告

会 長 報 告

ス マ イ ル Ｂ Ｏ Ｘ 累計額　￥257000

　穏やかな天気が続き春が近いように感じます
が、気候の変わりやすい時期でもありますので
体調に気を付けていただきたいと思います。
　佐藤会長の近況ですが、まだご家族も面会で
きない状態で、連絡が取れておりませんが、徐
々に回復には向かっているとの事です。現在の
ところ退院の時期ははわっておりません。

■■■■■■■会員誕生■■■■■■■■
吉澤会員　　　昭和 34 年３月　５日
津田会員　　　昭和 37 年３月３０日　
鈴木会員　　　昭和 48 年３月１０日
■■■■■■■■夫人誕生■■■■■■■
宮岸雅子様　 　　　　　  ３月２７日
■■■■■■■■結婚記念■■■■■■■
宮岸会員　　　昭和 47 年３月１８日
木村会員　　　平成 16 年３月２０日
津田会員　　　昭和 63 年３月１２日
■■■■■■■■創立記念■■■■■■■
荒谷会員　　　昭和 40 年３月　１日
富永会員　　　昭和 22 年３月１９日

３月７日例会

■ 2510 地区より地区大会記録誌の送付
■留萌ＲＣより例会案内
■ザ・ロータリアン英語版の送付
■例会終了後理事会を開催いたします

鈴木会員　　　　誕生日
轡田 PAG　　　　早退
太西祥太 P 会長　早退

青少年指導者養成プログラム

3 月の会員祝福

IMAGINE
R O T A R YRI2510 地区

https://mypage.fukanavi.com/rotary/

成田 雅敏　次年度ガバナー補佐



■例会場 ラ・カンパーニュホテル深川

■事務局 〒074-0004深川市4条９番40号          

　プラザ深川３Ｆ ℡(0164)34-6228 

深川
Ｒ  Ｃ

委 員 長

副委員長

大西　祥太
伊東由紀夫

会　長　佐藤　 幸治　   会長エレクト　圓浄  貴之   　   副 会 長    飛騨野貴広
幹　事　佐々木  弘 有    　副      幹      事   寺島　康宏　　   会       計     廣上 　晃士　

■ URL Ｈ ttp://mypage.fukanavi. Ｃ Оm/rotary/ ■ Mail  fukagawa- ＲＣ @club502.jp

■例会日　毎週火曜日

■姉妹クラブ　南海ＲＣ（韓国）

■第２５１０地区第１グループ
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優先事項 1「より大きなインパクトをもたらす」
の目標
1. ポリオを根絶し、ロータリーの役割を強調す
る。
2. ロータリー財団への寄付を行うクラブとロー
タリー会員の総数を増やすとともに、年次基金
とポリオプラスへの寄付を増やし、2025 年まで
に恒久基金を 20 億 2,500 万ドルに成長させる。
3. 特にロータリーの重点分野においてクラブ、
地区、国際プログラムとプロジェクトが成果を
上げられるようにし、その成果を測定する。
優先事項 2「参加者の基盤を広げる」の目標
1. 既存のパートナーシップを強化し、新たなパー
トナーシップを築くことで、ロータリーの国際
的な立場を向上させる。
2. 革新的なクラブや参加を促す経路を確立し、
発展させる。
3. ロータリーとロータリー会員は世界を変える
行動人であるという認識と理解を高める。
優先事項 3「参加者の積極的なかかわりを促す」
の目標
1. 個人的成長、リーダーシップ開発、奉仕、ネッ
トワークづくりの機会を通じて、ロータリーの
中核的価値観を支える会員参加促進の手段を強
化する。
2. 入会後 1 年以内に退会する新会員の数を減ら
す。
3. 特にロータリークラブ、ローターアクトクラ
ブの参加者の連携を強める。

4. クラブ、リーダーシップ、およびロータリー
ファミリー全体で、多様性、公平さ、インクルー
ジョンへのコミットメントを強化する。
優先事項 4「適応力を高める」の目標
1. ロータリーのプログラムとロータリーが提供
する体験を見直し、その妥当性と効果を確実に
する。
2. バーチャルでのつながりの活用を支援・奨励
することで、対画式の会合、研修、ファンドレ
イジング、奉仕プロジェクトの効果を最大限に
する。
3. ロータリーの奉仕提供およびボランティア
リーダーシップの構成を継続的に見直し、効果
を高め、責務および説明責任の所在をより明確
にする。

地区目標
地域に希望を育てよう

1. クラブの戦路計画を打ちたて、会員増強を実
現しよう
2. ポリオデーに参加しよう
3. 地域に根ざした青少年奉仕を充実させよう
4. オンリーワンチャレンジを見つけよう

重点項目
o 女性会員比率 10% 達成
o ローターアクトの推進
o 心の健康 ( メンタルヘルス ) づくりを目指す

ゴードン・マッキナリー 2023-2024 ＲＩ会長

松浦 光紀ガバナーエレクト ( 小樽南ロータリークラブ )

国際ロータリー
第 2510 地区
地区目標

　成田 雅敏  次年度 ガバナー補佐  卓話


